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佐さ
と
う
の
ぶ
ひ
ろ

藤
信
淵
の「
家か
が
く
た
い
せ
い

学
大
成
の
地
」大ま
め
ざ
く

豆
谷

　

佐
藤
信
淵
は
生
涯
に
三
百
部
八
千
巻
を
超
え
る
著
作

を
残
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
分
野
は
天
文
、
地
理
、
軍
事
、

経
済
、
農
政
か
ら
医
学
ま
で
実
に
幅
広
い
。
信
淵
は
こ

れ
を
五
代
前
の
祖
先
か
ら
続
く「
家
学
」と
唱
え
て
い
た
。

　

毀
誉
褒
貶
の
激
し
い
人
物
で
も
あ
り
、「
山
師
」
呼
ば

わ
り
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
火
薬
を
推
進
力
と
し
て
使

う
軍
船
を
発
案
し
た
り
、
流
通
に
課
税
す
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
幕
府
の
収
入
に
つ
な
げ
る
提
案
を
し
た
り
、

は
た
ま
た
江
戸
を
東
京
、
大
坂
を
西
京
と
改
名
す
る
遷

都
案
を
提
唱
す
る
な
ど
、
今
日
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア

を
次
々
に
発
表
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
豆
谷
で
着

想
さ
れ
た
も
の
だ
。
現
在
、
大
豆
谷
公
民
館
の
脇
に
は

「
佐
藤
信
淵
家
学
大
成
の
地
」
の
記
念
碑
が
立
ち
、
事
績

を
し
る
し
た
説
明
板
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

大
豆
谷
か
ら
国
道
１
２
６
号
に
出
る
手
前
に
小
さ
な

橋
が
あ
り
、
こ
の
橋
に
も
「
大
成
橋
」
と
い
う
プ
レ
ー

ト
が
つ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
信
淵
と
は
無
関
係
で
、

施
工
し
た
建
設
会
社
の
社
名
か
ら
と
っ
た
ら
し
い
。う
ー

ん
、
嘘
で
も
い
い
か
ら
、
そ
こ
は
信
淵
ゆ
か
り
の
…
っ

て
こ
と
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
な
ぁ
。 

広
報
委
員
Ｔ

　

山
の
辺
か
ら 

⑫

帽子・タオル・寒さ対策、
雨対策、各自で準備

お願いします。

　

2
月
14
日
～
16
日
に
か
け
て
日
本

商
工
会
議
所
青
年
部
全
国
大
会
に
参

加
す
る
た
め
福
岡
県
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。

　

登
録
者
数
が
、9
8
8
4
名
と
過
去

最
高
と
な
っ
た
今
大
会
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
未
来
共
創
～
次
代
を
見
据
え
、

果
敢
に
挑
戦
～
」
と
題
し
て
、
時
代

に
求
め
ら
れ
て
い
る
Y
E
G
を
体

現
し
、想（
こ
こ
ろ
）
を
合
わ
せ
て
、

未
来
を
共
に
描
き
創
り
あ
げ
て
い
こ

う
! !
と
い
う
壮
大
な
も
の
で
す
。

　

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
会
員
総

会
が
行
わ
れ
、
く
る
め
大
会
の
雰
囲

気
を
肌
で
感
じ
夜
に
は
、
久
留
米
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
久
留
米
ア

リ
ー
ナ
に
て
大
懇
親
会
、
翌
日
に
は

記
念
式
典
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

個
々
の
研
鑽
と
共
に
全
国
の
Y
E
G

メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
て
来
ま
し

た
。

　

会
場
の
外
で
は
、
Y
E
G

フ
ェ
ス
in
F
U
K
U
O
K
A
く

る
め
も
同
時
開
催
さ
れ
て

い
て
Y
E
G
関
係
者
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
一
日
中
楽

し
め
る
会
場
作
り
が
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
し
て
沢

山
の
人
と
出
会
い
、
そ
の

土
地
の
風
土
や
食
文
化
に

触
れ
多
く
の
学
び
や
気
付

き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
、
ま
だ
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
部
員
も

誘
っ
て
、
新
し
い
発
見
を

探
し
に
全
国
大
会
へ
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　1 ⽉ 16 ⽇から全 7 回でスタートした
「とうがね夜間創業塾」が 2 ⽉ 27 ⽇に
終講しました。最終⽇は、17 名の受講
者が創業塾で学んだ内容をもとに創業計
画書を発表しました。
　これまでの知識と経験から創業する
⽅、ずっと描いてきた夢を実現するため
の創業、地域の課題を解決するための創
業、事業承継から新たに挑戦したい事業
など受講者それぞれの熱い思いを制限時
間ギリギリまで語られました。

　発表後、仲間である受講⽣からのユニークな質問や協⼒できること等の意⾒が
繰り出され、発表者は皆、真剣に意⾒を受け⽌めていました。講師からは、家族
や⽀援団体の協⼒と、この 7 ⽇間⼀緒に学ん
だ受講⽣が⼼強い⽀援者になっていくことが
アドバイスされ、終了後も受講者同⼠、別れ
を惜しむほどの素晴らしい創業塾となりまし
た。アンケートでは 8 割以上がこの 1 年以内
に創業を計画しています。今後も夢が実現で
きるように、当所はフォローアップに努めて
いきます。

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
４４
回
全
国
大
会 

ほ
と
め
き
F
U
K
U
O
K
A
く
る
め
大
会

とうがね夜間創業塾（全7回）終講とうがね夜間創業塾（全7回）終講

17名の創業の想いの17名の創業の想いの
創業計画発表会創業計画発表会

私たちも地域と共に地域の未来を創造していきます私たちも地域と共に地域の未来を創造していきます

青年部
だより

　

2
月
14
日
㈮
・
15
日
㈯
「
ま
ち
の

駅
全
国
大
会
in
は
つ
か
い
ち
」
に
６

名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
式
典
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
観
光

と
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・

分
科
会
・
交
流
会
が
行
わ
れ
、
分
科

会
で
は
「
A
I
の
活
用
術
」「
観
光

地
に
お
け
る
ま
ち
の
駅
の
役
割
」「
ま

ち
の
駅
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る
」「
ま

ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
官
民
一
体

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ

で
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

各
地
の
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

様
々
な
課
題
、
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
い
た
い
へ
ん
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
市
長

を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
も
参
加

し
、
各
地
の
ま
ち
の
駅
の
方
々
と
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
宮
島
口
よ
り
フ
ェ
リ
ー

に
て
宮
島
へ
『
世
界
遺
産 

宮
島
』
厳

　

３
月
２
日
㈰
～
３
日
㈪
役
員
等
５

名
に
よ
る
県
外
視
察
研
修
を
開
催
し

ま
し
た
。
宇
都
宮
市
は
、
ご
存
じ
の

通
り
「
宇
都
宮
餃
子
、
宇
都
宮
や
き

そ
ば
」
で
人
気
を
は
く
し
て
お
り
、

商
店
街
は
当
日
も
多
く
の
地
元
人
や

日
本
人
観
光
客
を
は
じ
め
、
外
国
人

観
光
客
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ

し
日
曜
は
週
末
（
金
・
土
）
と
比
較

す
る
と
大
幅
に
客
足
が
減
少
す
る
と

の
話
で
し
た
。
ほ
ぼ
飲
食
店
が
占
め

　
　
　
　    

ま
ち
の
駅
案
内
板

ま
ち
の
駅
案
内
板

      

ま
ち
の
駅
全
国
大
会

ま
ち
の
駅
全
国
大
会
inin
は
つ
か
い
ち

は
つ
か
い
ち

商
業
部
会
県
外
視
察
研
修

　

栃
木
県
宇
都
宮
市
《
オ
リ
オ
ン
通
り
・
ユ
ニ
オ
ン
通
り
商
店
街
他
》

て
お
り
Ｆ
Ｃ
店
も
出
店
す
る
競
争
の

激
し
い
中
、
一
部
の
老
舗
飲
食
店
で

は
空
席
が
な
い
程
の
人
気
繁
盛
店
も

あ
り
ま
し
た
。
宇
都
宮
屋
台
横
丁
で

は
一
店
舗
３
・
５
坪
で
現
在
23
店
舗
が

出
店
。
土
地
柄
も
よ
く
空
き
店
舗
が

出
ず
、
入
店
希
望
者
が
後
を
絶
た
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

2
日
目
は
、
首
都
圏
外
郭
放
水
路

を
視
察
（
国
土
交
通
省
管
轄
：
江
戸

川
河
川
事
務
所
）。
洪
水
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
５
つ
の
中
小

河
川
の
洪
水
を
江
戸
川
に
排
水
す
る

日
本
が
世
界
に
誇
る
防
災
地
下
神
殿
。

施
設
の
あ
ま
り
に
も
巨
大
な
建
造
物

は
圧
巻
。
当
日
は
外
国
人
観
光
客
も

大
型
バ
ス
２
台
で
視
察
に
来
て
い
ま

し
た
。

　

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
施
設

等
を
見
学
・
体
験
す
る
こ
と
の
で
き

た
大
変
中
身
の
あ
る
充
実
し
た
研
修

と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

文
責 

商
業
部
会
長 

小
林 

弘
明

【
主
な
行
程
】

２
日
：
バ
ン
ダ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
→

大
谷
石
の
里
・
大
谷
観
音
→
宇
都

宮
市
内
商
店
街
《
オ
リ
オ
ン
通
り
・

ユ
ニ
オ
ン
通
り
・
バ
ン
パ
通
り
・

餃
子
通
り
》

３
日
：
芳
賀
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
線
→
二

荒
山
神
社
→
首
都
圏
外
郭
放
水
路

島
神
社
を
参
拝
、
当
日
は
神
社
本
殿

に
て
神
前
挙
式
も
見
学
。
広
島
市
内

に
移
動
し
て
原
爆
ド
ー
ム
原
爆
資
料

館
の
視
察
を
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
ま
ち
の
駅
の
方
々
と
意
見

交
換
を
し
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

 4日
11日
18日
25日

オリオン通りを視察オリオン通りを視察

巨大な地下神殿に圧巻巨大な地下神殿に圧巻

まちの駅ネットワークとうがねを紹介 ! !まちの駅ネットワークとうがねを紹介 ! !

創業への熱い想いを発表 ! !創業への熱い想いを発表 ! !

2 0 2 5 年  （ 令 和 7 年 ） ４ 月 1 日商工とうがね

みんなを 笑顔に−２−


